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論 文 内 容 の 要 旨 
カルモジュリンはすべての真核生物で保存されている小さなカルシウム結合タンパク質である。分
裂酵母もカルモジュリンとして同定されている Cam1 とカルモジュリンによく似たアミノ酸配列の
Cam2 を持っている。 
Cam1 はすでに分裂酵母の胞子形成に必須であることが明らかとなっていた。しかし、どのような
機能を果たしているかは不明であった。そこで本研究において胞子形成欠損を示す cam1 変異株を用
いて解析を行った。その結果、cam1 変異株では前胞子膜形成開始に関わる Spo15 タンパク質の局在
が、中心体に相当する spindle pole body (以下、SPB と略)に局在できなくなっていることが明らか
となった。また Spo15 タンパク質の過剰発現により、一部ながらも cam1 変異株の胞子形成欠損能を
回復されたことから、Cam1 は Spo15 と直接的あるいは間接的に機能していることが予想された。さ
らに、Cam1 のカルシウム結合モチーフである EF-hand への変異導入実験により、Cam1 のカルシウム
結合能が胞子形成には不可欠であることも明らかとなった。 
カルモジュリン様タンパク質の Cam2 はすでに I 型ミオシンの軽鎖であることが明らかとなってい
る。上記のようにカルモジュリンが胞子形成に必須であることから、申請者はこの Cam2 も胞子形成
過程において何らかの機能を果たしているのではないかと予想し、研究を行った。cam2 遺伝子を破
壊した細胞では、栄養成長過程には影響はなかったが、高温条件下（34℃）での減数分裂・胞子形成
過程において異常が見られた。また Cam2 タンパク質の減数分裂時の局在観察を行うと、前胞子膜の
先端部分に局在していることが明らかとなった。また同様にアクチン、I型ミオシンも前胞子膜の先
端部分に局在することがわかった。このことから前胞子膜の先端部分では前胞子膜形成において重要
な因子が存在していることが明らかとなった。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
カルモジュリンはすべての真核生物で保存されている小さなカルシウム結合タンパク質である。分
裂酵母もカルモジュリンとして同定されている Cam1 とカルモジュリンによく似たアミノ酸配列の
Cam2 を持っている。 
Cam1 はすでに分裂酵母の胞子形成に必須であることが明らかとなっていた。しかし、どのような
機能を果たしているかは不明であった。そこで本研究において胞子形成欠損を示す cam1 変異株を用
いて解析を行った。その結果、cam1 変異株では前胞子膜形成開始に関わる Spo15 タンパク質の局在
が、中心体に相当する spindle pole body (以下、SPB と略)に局在できなくなっていることが明らか
となった。また Spo15 タンパク質の過剰発現により、一部ながらも cam1 変異株の胞子形成欠損能を
回復されたことから、Cam1 は Spo15 と直接的あるいは間接的に機能していることが予想された。さ
らに、Cam1 のカルシウム結合モチーフである EF-hand への変異導入実験により、Cam1 のカルシウム
結合能が胞子形成には不可欠であることも明らかとなった。 
カルモジュリン様タンパク質の Cam2 はすでに I型ミオシンの軽鎖であることが明らかとなってい
る。上記のようにカルモジュリンが胞子形成に必須であることから、申請者はこの Cam2 も胞子形成
過程において何らかの機能を果たしているのではないかと予想し、研究を行った。cam2 遺伝子を破
壊した細胞では、栄養成長過程には影響はなかったが、高温条件下（34℃）での減数分裂・胞子形成
過程において異常が見られた。また Cam2 タンパク質の減数分裂時の局在観察を行うと、前胞子膜の
先端部分に局在していることが明らかとなった。また同様にアクチン、I型ミオシンも前胞子膜の先
端部分に局在することがわかった。このことから前胞子膜の先端部分では前胞子膜形成において重要
な因子が存在していることが明らかとなった。 
本研究により、カルモジュリンの有性生殖における役割が分子生物学的に明らかになった。 
よって、本論文は博士（理学）の学位を授与するに値するものと認められる。 
